
パ
リ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
煉
ル
ほ
ど
、
商
売
熱
心
は
見
た
こ
と

が
な
い
。
い
わ
ば
、
一
回
目
よ
り
は
二
回
目
、
二
回
目
よ
り
は
三

回
目
と
、
彼
女
自
身
も
煉
れ
て
き
て
、
そ
の
商
法
も
、
薄
利
多
売

に
転
換
さ
れ
る
。
彼
女
自
身
も
楽
し
む
の
だ
か
ら
理
の
当
然
だ
。

一
回
目
は
、
皇
国
の
興
廃
こ
の
一
戦
に
在
り
、
と
い
わ
ん
ば
か

り
の
名
演
技
で
迫
っ
て
く
る
。
（
こ
の
様
子
は
先
月
号
で
詳
述
し

た
。
）
こ
れ
は
実
は
、
見
本
な
の
だ
。
二
回
目
か
ら
が
、
い
よ
い

よ
本
番
な
の
だ
。
二
回
目
か
ら
、
漸
く
、
彼
女
も
煉
れ
て
く
る
。

た
っ
た
の
一
回
だ
け
で
、
歓
喜
の
涙
を
流
し
て
、
大
金
を
支
払
っ

て
し
ま
う
客
は
、
い
わ
ば
、
見
本
の
見
か
け
だ
お
し
に
だ
ま
さ
れ

た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
回
目
は
正
常
位
だ
っ
た
。
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
の
射
精
が
終

る
や
否
や
、
彼
女
は
あ
わ
て
て
離
れ
、

「
こ
こ
で
寝
て
待
っ
て
て
ね
／
，
」

と
言
い
残
し
て
ベ
ッ
ド
を
飛
び
出
し
、
バ
ス
ル
ー
ム
へ
飛
ん
で
行

く
。
あ
ふ
れ
出
た
余
分
の
精
液
が
、
シ
ー
ツ
に
し
み
を
作
っ
た
。

ビ
デ
は
な
い
は
ず
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
は
、
洗
面
台
の
下
に
抽

出
し
式
ビ
デ
が
あ
っ
た
の
だ
。
あ
そ
こ
を
洗
う
音
が
す
る
。
Ｈ
・

ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
、
あ
れ
こ
れ
想
像
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
、
パ
ン
ツ

を
は
い
て
窓
際
に
腰
掛
け
、
彼
女
を
待
っ
た
。

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

〈
銘
〉

え
・
浅
野
俊
プ
ロ
ネ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
煉
ル
§

パ
リ
の
超
高
級
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ネ
ル
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
を

着
用
し
な
い
。
ピ
ル
の
普
及
が
こ
の
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
ら
し

い
。
客
も
、
男
ら
し
く
、
彼
女
を
信
じ
て
、
病
気
を
怖
れ
ず
、
じ

か
食
べ
を
す
る
の
だ
。
病
気
を
う
つ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

恐
怖
心
に
お
び
え
る
よ
う
で
は
紳
士
道
に
反
す
る
の
で
あ
り
、
淑

女
を
冒
と
く
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
り
、
事
後
の

彼
女
の
ビ
デ
で
の
洗
派
は
、
念
入
り
を
極
め
て
い
る
。

彼
女
は
上
半
身
裸
で
、
腰
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
ま
ま
の
姿
で
寝

室
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
せ
い
せ
い
し
た
、
如
何
に
も
気
持

ち
よ
さ
そ
う
な
晴
れ
や
か
な
表
情
で
、
ニ
ッ
と
笑
っ
て
、
Ｈ
・
ジ

ュ
ニ
ア
氏
と
並
ん
で
腰
を
下
ろ
す
。
彼
は
、
抱
い
て
、
口
づ
け
を

し
た
。
彼
女
の
全
身
に
、
活
力
と
生
気
が
充
実
し
て
き
て
い
る
の

が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
顔
も
上
気
し
て
い
る
。

彼
女
は
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
の
腰
の
パ
ン
ツ
に
気
づ
い
て
、

く
も
う
は
い
て
し
ま
っ
た
の
か
？
〉
と
ニ
ャ
つ
き
、
両
手
を
広
げ

て
「
ウ
フ
ン
ノ
．
」
と
笑
い
、
そ
し
て
〈
信
じ
ら
れ
な
い
〉
と
い
っ

た
表
情
で
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
の
ふ
く
れ
た
お
腹
の
と
こ
ろ
で
パ

ン
ツ
の
ひ
も
を
「
パ
チ
ン
ノ
．
」
と
は
じ
い
た
。
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏

も
ニ
ヤ
ッ
と
笑
う
。

「
ノ
ン
ポ
シ
ー
プ
レ
（
不
可
能
か
）
？
」

と
、
彼
女
は
唇
の
両
脇
に
同
情
の
え
み
を
浮
べ
て
尋
ね
た
。

「
ウ
イ
、
ノ
ン
ポ
シ
ー
プ
レ
（
不
可
能
だ
）
／
・
」

「
オ
ー
、
ノ
ン
ポ
シ
ー
ブ
レ
ノ
．
」

千
く
ん
で
も
万
く
ん
で
も
や
り
た
い
の
は
ヤ
マ
ャ
マ
だ
が
、
お

腹
が
こ
う
も
大
き
く
て
は
、
一
回
で
充
分
だ
。
ラ
・
ト
ー
ル
ジ
ャ

ル
ダ
ン
で
食
べ
た
夕
食
後
の
鴨
が
わ
ざ
わ
い
し
て
、
か
も
ら
れ
た

と
い
う
感
じ
だ
。
食
欲
旺
盛
な
者
は
性
欲
も
旺
盛
と
い
う
が
、
い

く
ら
何
で
も
今
夜
は
こ
れ
以
上
は
ノ
ン
・
ポ
シ
ー
プ
レ
で
あ
る
。

「
ア
イ
・
ア
ム
・
タ
イ
ヤ
ー
ド
」

苦
し
ま
ぎ
れ
の
英
語
を
発
す
る
と
、
彼
女
は
、
両
肩
を
す
く
め
て

残
念
が
り
、

「
ワ
タ
シ
、
ポ
シ
ー
プ
レ
（
可
能
だ
）
／
、
」

と
日
本
語
ま
で
飛
び
出
し
て
、
二
人
は
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
辺
が
支
払
い
時
と
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
洋
服
ダ
ン
ス
の

’
3２
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棚
に
隠
し
て
お
い
た
財
布
か
ら
、
紹
介
者
の
ダ
ー
ー
エ
ル
に
聞
い
て

い
た
額
の
二
百
フ
ラ
ン
を
彼
女
に
手
波
し
た
。
百
フ
ラ
ン
札
は
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
で
あ
る
。
彼
女
は
受
取
る
と
、

「
ア
ン
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ド
ウ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
」

と
札
を
ベ
ッ
ド
の
上
へ
二
枚
並
べ
て
、
〈
こ
れ
で
は
少
な
い
／
・
〉

と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る
。
こ
れ
が
約
束
の
額
だ
と
い
っ
て
も
、

「
ノ
ン
」
と
断
呼
答
え
て
、
承
知
し
な
い
。
そ
し
て
、

「
ト
ロ
ワ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
カ
ト
ル
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
」

と
、
門
百
フ
ラ
ン
だ
と
言
い
張
っ
て
遡
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
五
○
フ
ラ
ン
札
を
一
枚
出
し

た
。
す
る
と
、
〈
こ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
は
な
い
〉
、
「
ノ
ン
・
ナ

ポ
レ
オ
ン
、
ノ
ン
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
し
つ
こ
く
言
い
出
し
た
。

彼
は
仕
方
な
く
、
も
う
一
枚
流
○
フ
ラ
ン
札
を
出
し
て
二
枚
雌

べ
、
二
枚
合
せ
て
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
ノ
．
」
と
叫
ん
で
や
っ
た
。
し
か

し
、
彼
女
は
な
お
も
「
ノ
ン
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ノ
ン
・
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
と
叫
び
続
け
る
。
（
実
は
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
、
こ
れ
以

上
フ
ラ
ン
の
持
合
わ
せ
が
な
い
の
で
あ
る
。
）

彼
女
は
、
パ
ー
マ
代
が
上
り
、
衣
類
代
が
上
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
が
す
ぐ
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
金
髪
や
テ
ッ
ド
ラ

わ
し
づ
か
み
に
す
る
よ
う
左
非
礼
は
絶
対
に
冒
さ
な
い
の
だ
。
す

べ
て
は
口
の
み
で
行
な
わ
れ
る
。
）
上
向
き
に
寝
か
さ
れ
た
彼
の
鼻

先
に
は
真
赤
に
花
開
い
た
セ
ー
ヌ
の
花
弁
が
辿
っ
て
来
た
。
〈
エ
ー

ィ
ノ
．
翫
食
わ
ば
皿
ま
で
〉
。
彼
は
、
彼
女
の
柔
い
丸
い
お
尻
を
骨

ま
で
と
ど
け
と
、
思
い
き
り
つ
か
み
な
が
ら
、
そ
の
花
弁
の
一
枚

一
枚
を
丹
念
に
な
め
回
し
始
め
て
い
た
。
〈
不
思
議
や
不
思
議
〉
、
彼

の
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
再
び
完
全
に
エ
レ
ク
卜
し
た
の
で
あ
る
。
煉
れ

た
彼
女
の
部
分
は
、
彼
の
一
物
を
く
わ
え
て
離
そ
う
と
せ
ず
、
二

回
目
三
回
目
と
燃
え
た
彼
女
の
よ
が
り
方
は
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。

そ
の
間
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
も
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
に
達
し
は
し

た
が
、
彼
の
真
中
の
脚
は
、
つ
い
に
生
ま
れ
て
初
め
て
、
「
シ
ビ

レ
」
を
切
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
容
易
に
忘
れ

難
き
決
定
的
な
る
シ
ピ
レ
を
で
あ
る
。

〈
考
え
て
み
れ
ば
、
真
中
の
脚
も
、
脚
に
は
述
い
な
い
の
だ
。
シ

ビ
レ
が
切
れ
て
何
の
不
思
議
が
あ
ろ
う
？
〉

彼
女
は
こ
の
報
酬
と
し
て
、
ホ
テ
ル
の
灰
皿
一
ケ
を
要
求
し
た

の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
〈
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
〉
と
、
Ｈ
・
ジ

ュ
ニ
ア
氏
の
言
っ
た
偽
名
を
そ
の
裏
に
サ
イ
ン
ペ
ン
で
書
き
添
え

「
ス
ー
ヴ
ニ
ー
ル
ノ
・
」
と
ニ
ッ
と
笑
っ
て
バ
ッ
グ
へ
入
れ
た
。

３
１
３
１

ピ
ド
ス
製
の
し
ゃ
れ
た
ジ
ー
ン
ズ
を
指
さ
し
て
嘆
い
て
み

せ
る
。こ

う
な
れ
ば
仕
方
が
な
い
、
あ
と
は
実
力
行
使
あ
る
の

み
だ
。
彼
は
、
ベ
ッ
ド
の
上
の
お
札
を
全
部
丸
め
て
、
彼

女
の
手
の
ひ
ら
の
中
へ
握
ら
せ
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
」
と
唇
を
と
ん
が
ら
し
て
叫
ん
で
い
る
、
そ
の
唇

に
、
「
ノ
ン
、
ノ
ン
、
ノ
ン
、
ノ
ン
ノ
．
」
と
強
く
強
く
彼

の
唇
を
押
し
あ
て
、
彼
女
自
身
を
さ
え
強
く
抱
き
し
め
た

が
ら
ベ
ッ
ド
へ
押
し
倒
し
て
い
っ
た
。

「
オ
ー
、
ユ
ー
・
ポ
シ
ー
プ
レ
ノ
．
」

と
、
彼
女
は
や
に
わ
に
元
気
づ
き
、
納
得
し
て
、
お
金

を
バ
ッ
グ
へ
し
ま
い
込
み
、
右
手
で
彼
の
パ
ン
ツ
の
ひ
も

に
手
を
掛
け
た
。

つ
い
に
、
彼
女
は
再
び
彼
の
上
に
四
つ
ん
ば
い
に
ま
っ

て
尺
八
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
（
た
だ
、
彼
の
珍
宝
を
手
で
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蕊

神
戸
市
生
田
区
申
山
手
通
１
丁
目
４
の
皿

パ
ー
ル
コ
ー
ポ
ラ
ス
ピ
ル
ー
階

雷
二
四
二
－
○
○
四
三

☆
大
理
石
の
テ
ー
ブ
ル
で

お
好
み
焼
を
ど
う
ぞ

お
好
み
焼
き
の
店
は
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
二
月
四
Ⅱ
、
中
山

手
に
オ
ー
プ
ン
し
た
御
好
味
焼

〃
樹
″
（
た
ち
き
）
は
チ
ョ
ッ

と
変
っ
た
店
だ
。

シックな店内で楽しくお食事を

・
健
康
食
に
す
っ
ぼ
ん
料
理
を

ま
る
な
く
三
三
○
○
円

毎
水
曜
休

午
前
十
一
時
半
１
午
後
十
時

3４

本
格
的
Ｈ
本
料
理
が
、
す

て
き
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ー

ド
、
ト
ア
ロ
ー
ド
で
楽
し
め

る
な
ん
て
、
神
戸
な
ら
で
は

の
妙
味
で
す
。
少
人
数
の
ご

宴
会
、
集
い
に
も
い
い
で
す

〆
一
三
Ｉ

・
お
く
ん
と
う

八
五
○
円
’
一
二
○
○
円

・
兵
庫
の
あ
な
ど
を
よ
せ
鍋
風
に

二
五
○
○
円

・
神
戸
肉
の
最
上
を
水
煮
き
に

さ
き
が
け
鏑
三
○
○
○
円

☆
〃
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
″
満
五
歳

メ
キ
シ
コ
料
理
と
ラ
テ
ン
音

楽
で
神
戸
っ
子
に
親
し
ま
れ
て

い
る
〃
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
″
が
二

月
三
日
五
周
年
を
迎
え
た
。
こ

の
日
は
日
頃
の
ご
愛
顧
に
こ
た

え
て
サ
ー
ビ
ス
デ
イ
。
夜
六
時

を
過
ぎ
る
と
〃
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
〃

フ
ー
ノ
ン
が
続
々
と
つ
め
か
け
、

店
の
自
慢
の
タ
コ
ス
に
舌
つ
づ

み
を
打
ち
、
ビ
ー
ル
や
テ
キ
ー

ラ
で
乾
杯
／
、

や
が
て
〃
ロ
ス
・
テ
ィ
フ
ァ

ー
ナ
ズ
〃
の
演
奏
が
始
ま
れ
ば

甘
い
歌
声
と
ユ
ラ
ュ
ラ
ゆ
れ
る

ロ
ー
ソ
ク
の
灯
と
で
雰
囲
気
も

最
高
に
盛
り
上
が
っ
た
。

こ
の
Ｈ
、
二
百
人
が
〃
テ
ィ

フ
ァ
ー
ナ
″
満
五
歳
の
誕
生
日

に
花
を
そ
え
た
。

総! 鱗

01

ぴづと．･いん

在

アロス・テイフアーナズの甘い歌が流れる

ま
ず
材
料
。
大
て
い
の
店
で

は
粉
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の

店
は
山
芋
と
玉
子
を
使
う
。
だ

か
ら
口
あ
た
り
が
軽
く
、
お
い

し
い
の
だ
。
そ
れ
と
鉄
板
の
周

囲
の
テ
ー
ブ
ル
は
大
理
石
で
で

き
て
い
る
。
豪
華
な
雰
朋
気
だ
。

店
の
マ
ス
タ
ー
は
〃
テ
ィ
フ

ァ
ニ
ー
″
〃
テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
〃

″
ゴ
ッ
ク
ス
タ
ッ
ド
″
の
仲
間
。

にこやかな‘‘おたやん, ,

鴬

店
名
の
〃
お
た
や
ん
″
の
由

来
で
も
あ
る
お
た
ふ
く
の
面
が

店
内
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
て
あ

る
。
中
に
は
五
百
年
前
の
も
の

も
あ
る
と
か
で
、
見
る
だ
け
で

も
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

お
た
や
ん
の
よ
う
に
に
こ
や

か
な
マ
マ
を
相
手
に
お
で
ん
を

つ
つ
い
て
は
い
か
が
？

５
．
．
ｍ
Ｐ
Ｍ
ｌ
ｌ
・
・
ｍ
Ａ
Ｍ
日
噸
休
み

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
一
丁
目
皿
の
１

ロ
ー
ズ
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
一
Ｆ

酒
三
三
一
一
’
二
九
二
九

●
神
戸
う
ま
い
も
ん
と

ド
リ
ン
キ
ン
グ

和
風
ふ
あ
み
り
い
れ
す
と
ら
ん

さ
き
が
け
一
富
士

生
田
区
三
宮
町
三
丁
目
一
の
一

ス
カ
イ
ト
ー
ア
ピ
ル
４
Ｆ

鱈
三
九
二
’
二
○
八
八
（
代
）

「
地
の
も
の
」
「
旬
の
味
」

を
お
手
軽
に
、
神
戸
ら
し
く

ｌ
を
モ
ッ
ト
‐
に
、
湊
川

の
老
舗
一
富
上
が
ト
ア
ロ
ー

ド
に
支
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
も
神
戸

家
具
の
シ
ッ
ク
な
伝
統
を
生

か
し
た
和
風
れ
す
と
ら
ん
。

劃
豪華な雰囲気でお好み焼きが楽しめる

彼
ら
が
新
し
く
つ
く
っ
た
御

好
味
焼
〃
樹
″
は
神
戸
っ
子
の

間
に
話
題
を
呼
ぶ
だ
ろ
う
。

御
好
み
焼
き
各
種
六
百
円
（
ト
ウ
フ
焼
き

コ
ン
ニ
ャ
ク
焼
き
も
あ
る
）
ビ
ー
ル
、
ワ

イ
ン
各
種
あ
り
。

６
Ｐ
Ｍ
ｌ
２
Ａ
Ｍ
日
噸
祭
日
休
み

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
二
丁
目
蝿
の
３

レ
ジ
デ
ン
ス
明
信
地
階
（
中
山
手
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
向
い
）
酉
二
四
一
’
一
六
二
九

☆
ニ
コ
ニ
コ
顔
の

〃
お
た
や
ん
″
が
オ
ー
プ
ン

二
月
二
十
七
ｎ
、
ク
ラ
ブ

〃
千
″
が
家
庭
料
理
の
店
〃
お

た
や
ん
〃
を
開
い
た

こ
の
店
は
お
で
ん
を
は
じ
め

和
風
家
庭
料
理
を
楽
し
め
る
店

で
超
人
も
入
れ
ば
い
つ
ぱ
い
に

な
る
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
だ
け

の
イ
キ
な
数
寄
屋
造
り
。
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1３５

世界最高の品質を
誇るアラガワの支店
世界最高の品質を
誇るアラガワの支店

お別れ会意産いろいろ薦お別れ会意産いろいろ薦

ｉｎｎｎｌ工1 主ｒｌノーF ≦亭ｉｎｎｎｌ工1 主ｒｌノーF ≦亭

ＴＥＬ２４１－ｌ８５７

( 年中無休）

し

砂
正午～夜９時まで

生田区山本通｜丁目３５
東洋ハイツ｜階

潜り戸を通って
" 花, ､ のおふくろさんの味を

●こん立て●
たかのり弁当
やよいの里
花そうめん

みむろそうめん
天ぷら
おつくり

１１９３０Ａ. Ｍ・～８：Ｏ０ＲＭ、月曜日定休
さんプラザ地階恋3 3 1 - 0 0 8 7

１
１
１
０
１
Ⅱ
日
日
■

■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
貼
口
■
ロ
■
画

■
■
｜
■
日
ロ
ロ
■
■
■
■
■
０
■
■
■
８
■
■

“
．
Ｆ
Ｆ
‐
ロ
ロ
ロ
ロ
。
ロ
ー
‐
．
”
・
‐
』
■
。
国
一
。
’
国
』
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
軍
■
ロ
画
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
一
一
・
一
一
一
一
酉
一
一
》
’
’
’
一
■
■

｜
■
■
■
■
■
■
画
■
■
’
一
一
■
一
■
■
・
■
■

一
一
■
■
’
’
一
』
■
画
一
’
一
一
現
一
一
”
一
一
一
一
・
一
一
■
画
二
■
画
』
面
・
』
■
。
｜
』
’
’
一
『
一
画
、
一

｜■
ｰ

■一 _ 画一’ , ■一曲一’

雨画一一一■

■ ■■ ■■■ E･目･日･旦・里･目ロ

'■ｑ
ｌＩ

国
一
一
一
日
日
８
－
一
■
■

｜
■
■
■
■
■
’
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ファッション時代のミニ・サロン
、神戸時代" ・ちょっと変った名前ですが新しい神戸時代
を目指した神戸っ子のサロンです。
神戸で最もファッショナブルな北野町、山本通界わい

のファッショナブルなサロンー蛾神戸時代" ・
神戸っ子の憩いの広場であったり、談論風発のサロン
にもなり、ミニパーティーがひらかれたり、ミニ発表会
が行なわれたり素晴しい’情報交換の場になります。
お誘い合わせのうえお越しください。
５：０ＯＰＭ. ～１：００Ａ. Ｍ，日曜日

SALON糠戸涛代
神戸市生田区中山手通１丁目２８
モンシヤトーコトブキビル１Ｆ

ＴＥＬ２４２－３５６７
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､

９
０
８
０
０
０

’
3７

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
改
築
中
だ
っ
た
ト
ア
ロ
ー
ド
の
マ
キ

シ
ン
本
社
ピ
ル
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
３

月
ｎ
日
に
は
俊
工
披
露
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
新
ピ
ル
は
７
階
建
、
総
而
涜
一
三

二
○
㎡
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
面
し
た
壁
面

に
ガ
ラ
ス
窓
を
大
き
く
扱
っ
た
明
る
い

ピ
ル
。
１
階
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
２
，
４

階
は
卸
販
売
、
３
階
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
製

作
部
、
５
階
企
画
部
、
６
階
社
員
の
た

☆
沖
縄
の
詩
情
が
メ
ダ
ル
に

〃
海
ｌ
そ
の
望
ま
し
い
未
来
″

を
テ
ー
マ
に
７
月
か
ら
開
催
さ

れ
る
沖
縄
国
際
海
洋
博
を
記
念

し
て
の
公
式
メ
ダ
ル
が
発
売
さ

れ
、
平
山
商
会
で
今
、
予
約
を

受
け
つ
け
中
。
こ
れ
は
全
国
で

、
万
セ
ッ
ト
の
限
定
販
売
。

大
蔵
省
造
幣
局
製
造
の
こ
の

メ
ダ
ル
は
金
、
銀
、
銅
と
そ
れ

ぞ
れ
沖
縄
に
ち
な
ん
だ
デ
ザ
イ

ン
を
施
さ
れ
、
三
点
セ
ッ
ト
は

五
万
円
。
な
に
ぶ
ん
限
ら
れ
た

数
な
の
で
、
ご
入
用
の
方
は
早

目
に
平
山
商
会
ま
で
申
し
込
ん

で
ほ
し
い
、
と
の
こ
と
。
発
売

日
は
３
月
妬
日
。

金
メ
ダ
ル
Ｉ
進
貢
船
愈
金
）
直
径
妬
”

三
八
、
○
○
○
円

銀
メ
ダ
ル
！
ふ
え
や
っ
こ
だ
い
茄
怨

直
径
帥
珂
一
○
、
○
○
○
円

め
の
食
堂
、
休
憩
室
、
７
階
は
常
設
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
と
い
う
内
容
。
新
ピ
ル
オ

ー
プ
ン
に
伴
な
い
、
マ
キ
シ
ン
第
二
ピ

ル
は
事
務
所
に
あ
て
ら
れ
、
全
国
に
支

店
網
を
も
つ
マ
キ
シ
ン
の
本
社
機
能
は

す
べ
て
新
し
い
マ
キ
シ
ン
ピ
ル
に
架
中

し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
は
３
月
哩
日
、
意
た
過
日

か
ら
週
日
ま
で
新
ピ
ル
の
１
，
２
，
７

階
で
こ
の
春
夏
の
新
作
発
表
会
が
覗
か

れ
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
で
開
い
て
い
た
発
表
会
で
す

の
で
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
最
近
の
帽
子
の
傾
向
で
す
が
、

長
い
ス
カ
ー
ト
丈
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
帽
子
が
合
わ
せ
や
す
く
、
今
ま
で
よ

り
気
安
く
か
躍
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
全
体
に
小

き
め
、
や
わ
ら
か
な
シ
ル
エ
ッ
ト
で
、

色
も
原
色
か
ら
離
れ
た
、
も
や
を
か
ぷ

っ
た
よ
う
な
色
の
も
の
が
多
い
と
か
。

春
に
な
れ
ば
帽
子
の
お
し
ゃ
れ
を
し
て

み
蛍
せ
ん
か
。

☆
１
月
即
日
閉
鎖
し
た
さ
ん
ち
か
Ｐ
Ｒ

タ
ウ
ン
は
今
臨
時
の
催
し
場
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
催
し
物
が
開
か
れ
人
を
染
め

て
い
ま
す
。

今
秋
開
業
加
周
年
を
迎
え
る
さ
ん
ち

か
ダ
ウ
ン
は
、
こ
れ
を
機
に
装
い
を
新

た
に
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

一
還
と
し
て
こ
の
場
所
は
コ
ン
エ
』
ン
・

ス
ペ
ー
ス
（
共
同
空
間
）
と
し
て
開
放

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新

発
足
蓑
で
の
間
、
神
戸
二
紀
展
や
タ
ロ

ッ
ト
展
な
ど
が
催
さ
れ
、
さ
ん
ち
か
を

行
く
人
の
足
を
止
め
て
い
ま
す
。

神戸百店会
だより

進貢船をデザインした金メダル

銅
メ
ダ
ル
ー
シ
ー
サ
Ｉ
（
丹
銅
）

直
径
鋤
哩
二
、
○
○
○
円

平
山
商
会
Ｉ
生
田
区
中
町
通
２
１
唾

神
戸
駅
前
雷
３
５
１
ノ
ー
５
５
１

☆
小
泉
八
雲
も
大
和
屋
シ
ャ
ツ

を
愛
用
？

松
江
市
に
あ
る
小
泉
八
雲
記

念
館
に
、
そ
の
昔
大
和
屋
シ
ャ

ツ
で
仕
立
て
ら
れ
た
ワ
イ
シ
ャ

ツ
が
二
点
納
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
お
話
。

小
泉
八
雲
（
本
名
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
ー
ハ
ー
ン
、
一
八
五
○
、
ｆ

一
九
○
四
）
は
明
治
銅
年
日
本

研
究
の
た
め
渡
来
、
日
本
女
性

小
泉
節
子
と
結
婚
し
「
耳
な
し

芳
一
」
な
ど
の
怪
談
奇
談
小
説

家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
神
戸
に

も
一
時
滞
在
し
た
が
、
こ
の
二

点
の
シ
ャ
ツ
は
東
京
大
和
屋
シ

ャ
ツ
で
作
製
さ
れ
た
も
の
ら
し

く
、
松
江
の
同
記
念
館
を
訪
れ

た
神
戸
の
顧
客
ら
か
ら
知
ら
さ

れ
た
店
主
が
数
年
前
記
念
館
へ

出
か
け
確
認
し
た
。

明
治
９
年
創
業
と
い
う
大
和

屋
シ
ャ
ツ
の
歴
史
を
物
語
る
話

で
興
味
深
い
。

☆
同
月
堂
の
包
装
紙
マ
ッ
プ

神
戸
港
、
異
人
館
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
…
神
戸
の
街
を
代
表
す

オネガイシマース

マキシン本社ピル

の
募
金
活
動
を
、
企
業
の
社
会

還
元
の
一
端
と
し
て
昭
和
訓
年

か
ら
各
店
で
続
け
て
お
り
、
全

国
の
募
金
総
額
は
昨
年
で
如
万

円
、
各
地
の
新
聞
社
を
通
じ
て

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
送

ら
れ
る
。
募
金
に
協
力
し
た
人

は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
も
ら
え
る

と
い
う
三
愛
方
式
で
、
若
い
女

の
子
た
ち
に
は
年
中
行
事
と
な

っ
た
。

る
建
物
を
イ
ラ
ス
ト
で
配
し
た

神
戸
風
月
堂
の
包
装
紙
は
え
ん

じ
色
の
シ
ッ
ク
な
も
の
で
、
数

代
二
百
年
に
わ
た
っ
て
の
生
っ

粋
の
神
戸
っ
子
で
あ
る
風
月
堂

が
お
菓
子
を
通
じ
て
神
戸
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
昭
和
詑
年
に
企

画
、
名
菓
ゴ
ー
フ
ル
と
と
も
に

愛
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
た
び

神
戸
の
新
し
い
名
所
を
加
え
て

改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
、
神
戸
大

橋
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
、
新
神

戸
駅
な
ど
が
新
し
く
入
っ
た
こ

の
包
装
紙
は
今
店
頭
に
顔
を
見

せ
始
め
て
い
る
。

☆
愛
の
日
に
愛
の
募
金
を
″

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
ち
な

ん
だ
愛
の
募
金
が
今
年
も
三
愛

で
行
な
わ
れ
た
。
三
愛
で
は
こ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



れ
、
池
や
人
工
滝
、
彫
刻
な
ど

を
配
悩
し
た
〃
緑
と
水
と
彫
刻

の
あ
る
市
政
コ
ー
ナ
ー
″
と
し

て
の
街
角
の
市
政
窓
口
が
、
神

戸
っ
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
広
場

と
な
っ
て
、
デ
ー
ト
や
待
ち
合

わ
せ
に
一
役
買
い
そ
う
。

☆
七
人
の
女
性
が
つ
く
っ
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
桐
」

阪
神
御
影
駅
の
北
、
御
影
本

通
を
印
”
上
っ
た
と
こ
ろ
に
貸

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
桐
」
（
神
戸
市

》
島

割 ☆
さ
ん
ち
か
に

市
政
の
窓
口
オ
ー
プ
ン
予
定

こ
の
ほ
ど
撤
去
さ
れ
た
三
菱

ホ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
、
大
阪
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
の
敷
地
約
二
百
八
十
平
方

メ
ー
ト
ル
が
、
十
月
に
「
市
民

情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま

れ
か
わ
る
。

開
設
十
周
年
を
こ
の
十
月
に

迎
え
る
「
さ
ん
ち
か
」
の
大
改

造
計
画
に
あ
わ
せ
て
設
け
ら
れ

る
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
神
戸
市

政
の
紹
介
、
案
内
、
市
・
県
営

公
団
住
宅
な
ど
の
情
報
提
供
と

資
料
配
布
、
買
い
物
情
報
、
余

暇
の
過
ご
し
方
、
京
阪
神
各
地

の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
を
椎
想

企
画
中
。
植
え
込
み
を
と
り
入 市民情報センター完成図

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

蕊議 鶴駕篭 瀞騨漁

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

十
周
年
記
念
講
演
会

「
水
上
勉
氏
を
迎
え
て
」

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
が
、
神
戸

市
長
田
区
室
内
小
学
校
で
う
ぶ
声
を
あ

げ
た
の
が
、
昭
和
胆
十
年
五
月
八
日
で

本
年
で
満
十
年
を
迎
え
ま
す
。

精
神
薄
弱
問
題
の
社
会
啓
発
迎
動
と

し
て
、
全
国
的
な
反
響
を
呼
び
お
こ

し
、
識
突
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
本

迎
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
ユ

ニ
ー
ク
な
十
年
の
歩
み
を
続
け
て
い
ま

す
。十

周
年
を
機
会
に
、
今
ま
で
の
歩
み

の
反
省
と
今
後
の
課
題
を
さ
ぐ
る
た
必

に
、
い
ろ
い
ろ
な
記
念
行
碩
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
の
記
念
行
事
と
し
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
要
頂
で
訓
演
会
を
開
値
し

ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
き
三
月
十
八
日
分
。

午
後
六
時
’
八
時

◇
と
こ
ろ
兵
庫
県
農
業
会
館
大
ホ
ー

ル

◇
だ
い
「
こ
の
ご
ろ
思
う
こ
と
」

◇
協
力
券
一
般
五
百
円

（
前
売
四
百
五
十
円
）

中
高
生
三
百
円
（
前
売
も
同
）

◇
前
売
当
運
動
木
部
で

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

①
な
る
べ
く
前
売
を
、
②
当
日
は
少
し

早
目
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
と
は

精
神
薄
弱
問
題
の
啓
発
運
動
で
す
。

年
に
一
度
の
誕
生
日
を
有
意
義
に
し

よ
う
と
い
う
迎
動
で
す
。

☆
震
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
前
蔽

話
二
五
一
Ｉ
八
一
六
一
ｌ
内
線
三
一
六

水上勉氏

3８

日本ししゅうの
村井千嘉枝さん

ギャラリーｒ桐_ I に集うあしび会
のメンバー

御
形
中
町
３
丁
目
１
ノ
巧
露
的

２
１
９
８
）
が
、
中
山
光
代
、

杉
本
あ
き
ら
、
佐
本
佳
代
子
、

車
川
幸
子
、
高
州
裕
子
、
杉
本

正
子
、
村
上
千
津
子
さ
ん
ら
七

人
の
女
性
で
誕
生
し
た
。

芦
屋
市
民
会
館
文
化
教
室

「
あ
し
び
会
」
の
油
絵
を
田
淵

創
画
伯
に
学
ぶ
メ
ン
バ
ー
で
、

趣
味
が
興
じ
て
こ
の
実
現
と
な

り
、
オ
ー
プ
ン
は
「
あ
し
び

会
」
の
展
覧
会
だ
。
一
階
は
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
二
階
で
は
油
絵
教

室
（
月
１
日
、
午
後
１
時
１
５

時
）
と
、
村
井
干
嘉
枝
さ
ん
の

貴
重
を
伝
統
的
な
日
本
刺
繍
の

教
室
（
一
ケ
月
五
千
円
）
が
開

か
れ
て
い
る
。

☆
ふ
る
さ
と
を
語
る
会
好
評
／
，

第
百
回
目
を
迎
え
る

県
民
会
館
の
名
物
サ
ロ
ン
で

あ
る
「
ふ
る
さ
と
を
語
る
会
」

が
こ
の
一
月
二
十
二
日
で
第
百

回
目
を
迎
え
た
。

こ
の
会
は
、
歴
史
を
通
じ
て

兵
庫
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識

し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
作
家

の
杜
山
悠
さ
ん
を
講
師
に
招
い

て
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十
一

ｎ
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
毎

月
第
二
、
第
四
水
曜
日
の
夜
六

時
半
か
ら
開
か
れ
て
い
る
。
こ

の
会
に
は
性
別
年
齢
も
巾
広
く

毎
回
七
十
人
の
参
加
者
が
集

り
過
去
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
在
の
不
安
、
人
生
の
問

題
、
未
来
を
探
知
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
こ
の
会
か
ら
自
然

発
生
的
に
、
じ
か
に
身
体
で
兵
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定
で
す
。

作品の前での竹内広光さん

E : f と蝉⑭⑫蝉鯉: . 〈蛇f f 鴎

糊
識
鍵
蝋
霧
蕊
零

し
ん
で
い
る
。
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
神

百
回
目
の
こ
の
日
は
「
私
は
戸
の
街
を
中
心
に
撮
り
続
け
て

第百回目、マイクを握る杜山悠さん

合
っ
た
街
で
あ
る
」
と
神
戸
の
手
づ
く
り
だ
か
ら
、
一
つ
．手づくりの味

電ポーム・ダムール、

’
3９

は
青
い
林
檎
と
い
う
意
味
の
う

里必Ｚ

瀞
一
蕪
難
騨

一
誇
津
醒
嘩
蔀
館
３
／
咽
１
６
／
１

｜
嬬
》
峰
》
》
雑
録
甥
蹄
一

痢
栂
離
洲
棚
蝋
一

一
州
郷
蝿
卿
馴
洲
澗
》
’
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〈
Ｙ
〉

だ
が
、
こ
の
高
度
経
済
成
長
で
い
っ
ぱ
い
で
す
よ
」

の
だ
。

4０

【
○
国
画
砲
○
の
弓

☆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
通
信
で
愛
読
者
に
評

判
の
竹
田
洋
太
郎
さ
ん
が
、
商
用
の
た

め
二
月
八
日
帰
神
さ
れ
、
十
八
日
に
ま

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
発
た
れ
堂
し
た
。

★
２
月
４
日
京
阪
神
現
代
の
し
に
瞳
の

会
第
２
回
総
会
軍
務
局
／
月
刊
才
‐

ル
関
西
）
が
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
閲
か

れ
、
神
戸
の
専
門
店
か
ら
吉
川
進
（
風

月
堂
）
末
積
良
之
助
（
末
積
製
額
）
永

田
良
一
郎
（
永
田
良
介
商
店
）
原
瀬
良

補
（
モ
ロ
ゾ
フ
代
逼
）
田
崎
真
珠
（
田

罷
涯
吉
・
代
理
〉
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
（
吉

田
憲
司
・
代
理
）
岸
田
伊
兵
術
妥
井

肉
店
）
衣
笠
悦
三
９
マ
ッ
ヤ
）
芹
沢

利
雄
（
セ
リ
ザ
ワ
）
川
瀬
箕
誉
一
（
フ

ァ
ミ
リ
ァ
・
代
到
）
木
村
正
章
（
Ｕ
Ｃ

Ｃ
・
代
理
）
さ
ん
ら
が
参
加
。
京
棒
、

大
願
の
有
名
胤
店
と
、
竹
国
洋
太
郎

さ
ん
を
蕊
師
に
迎
え
て
の
諦
演
会
、
親

睦
会
が
開
か
れ
霞
し
た
。

★
神
戸
大
丸
店
の
福
島
店
長
は
班
京
店

長
へ
、
新
店
長
健
北
尾
信
一
氏
が
、
葛

本
宜
伝
部
長
は
店
次
長
に
新
し
く
大
森

宣
伝
部
長
が
醜
任
さ
れ
ま
し
た
。

★
様
式
会
社
お
菓
子
の
コ
ト
プ
キ
武
赤

川
工
溺
の
高
局
番
が
変
更
し
議
し

た
。
新
番
善
ば
濁
叱
（
４
３
８
）
３

３
２
１
代
表

★
メ
ガ
ネ
の
モ
リ
カ
ワ
（
森
川
真
治
・

森
川
聡
・
森
川
茂
）
が
、
３
月
５
日
神

戸
大
丸
前
ト
ア
・
ロ
・
‐
ド
〈
日
東
館
靴

帥
、
〉
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
主
流
に
と
り
い
れ
た
メ
ガ
ネ
・
ブ

テ
ィ
ッ
ク
通
オ
ー
プ
ン
さ
れ
震
す
。
さ

ん
プ
ラ
ザ
店
、
阪
急
フ
ァ
イ
ブ
店
同
粒

ご
愛
顧
く
だ
さ
い
と
ご
あ
ん
な
い
が
あ

り
堂
し
た
。
お
妙
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。★

彫
刻
の
新
谷
沢
子
さ
ん
が
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
よ
り
年
末
帰
画
さ
れ
、
二
月
二

十
日
ま
た
渡
米
さ
れ
蛍
し
た
。

蝿別１１筒.1 1洲f I I I 1 j
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妻灘
毒
蕊
特
禰

譲欝篭露鴬

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

大田篭甲店
元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

ＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧＧＵＩＤＥ

営業時間
A､Ｍ､11.30～Ｐ.Ｍ,9.00

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
弧
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

額縁絵画・洋画材料
室内エ芸品

三宮・大丸北
トア・ロード
331 - 1 3 0 9 . 6 2 4 3

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
顕
”
”
池
１
４

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東 末積禦

１
４
１

（
毎
週
水
曜
日
休
み
） 額

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 1 ) ０３８８
生田区北長狭通2 ( 阪急西口)ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 . 3 1 7 3
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ＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧＧＵＩＤＥ
元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

一も牡逗’二一鏡挙唖記赴

騒蝿 ﾖ 侭謹騨騒一識

ご入園ご入学おめでとう／

ユーノＬイム･ コンフェクト
許伊』埠叫冊竪

日本社･ 工場･ 熊内店神戸市葺合区熊内町｜の８( 市立美術館東隣）ＴＥＬ２２１－ｌｌ６４
目三宮センター街本店神戸三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ街(洋菓子･喫茶･ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ）ＴＥＬ3 3 1 - 2 4 2 1

の

お
も
ち
ゃ
の力

叉
や

齢

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／. ＝軍方面てのお買物は…
さんちか店ファミリータウン３９１－４０４５
三宮合店市街地改造のため仮店剖 i にて営業中

元祖T 方面でのお買物は…
元町店元町皿３丁目山 { 則３３１－００９０
バンブウ店元町j 、１丁目不二家前３９１－０７６８

神戸駅前方面でのお買物は…
サンニうべ店神戸駅前地下街 3 ５１－６００２

華
三恵洋服店

Ｗａｎｔｅｄ1 １

！
142

串
三
毛
砺
菓

生
庖
・
一
子
劃
室
唾
銘

到
睡
醒
嘩
騨
赫

（▽会員募集中）
| ､ボーイフレンド･ガールフレンド募集中のあなたは

フレンドコーフ <
2 , いますぐ〈結婚> なさりたいあなたは

結婚コース
●レモンクラブには２ツコースがございます
おすきなコースをお選びください。

レニEンクラブ事務局
代表者山下駿児

お問合せT E L ２４１－８０８０(代）
後援／月刊「神戸っ子」編集部

篭
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